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研究成果の概要（和文）：ケアリングは看護の本質とも呼ばれ、基礎看護教育においても重要とされている。し
かし、ケアリングは学生の看護観や倫理観に左右される情動的な内容を含み、その教育方法については、これま
で、臨地実習中心とされ、講義におけるケアリングの教育方法は研究されてこなかった。
本研究では、情動教育が先行している教育学の教育方法に着目し、看護基礎教育におけるケアリングの教育への
援用可能性について検討し、道徳教育とNarrative Based Medicineを援用することにより講義や演習によるケア
リングの教育についての具体的な授業案を構築した。

研究成果の概要（英文）：Caring, also known as the essence of nursing, is considered important in 
basic nursing education. However, caring encompasses emotional aspects that can be influenced by 
students' views on nursing and ethics. Thus, the educational methods for teaching caring have 
traditionally focused on clinical practice, and teaching caring in lectures has not been extensively
 studied.

This study focuses on educational methods in the field of education, where emotional education has 
been prioritized. It examines the potential application of emotional education to the teaching of 
caring in basic nursing education. By incorporating moral education and Narrative Based Medicine, 
specific lesson plans for teaching caring through lectures and exercises have been developed.

研究分野： 看護教育学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　これまでケアリングを学ぶのは実習とされてきた。実習は実際の対象者と学生が関わる中で、ケアしケアされ
る関係性を構築できることでケアリングの学びが達成されるためである。しかし、近年の入院期間の短縮化や学
生の状況など学びに影響する要因が多い実習では、学生が必ずしもケアリングを学ぶことができるのか担保でき
ない現状にある。
　そこで、本研究では、授業者の環境・状況要因を調整でき、全ての学生が学びの機会が保てる学内で行われる
講義、演習で活用できるNarrative Based Medicineを基盤としたケアリング教育の方法を構築できたことは、基
礎看護学教育、臨床看護においても重要な意義をもつと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

近年、人間関係の希薄化が社会的な問題となっている。本来、社会的な生物である人間にとっ
て、人間関係は基本的なスキルでありニーズであったはずである。しかしながら、この変化は、
現代人が密接な人間関係を求めていないのではなく、人間関係のあり方が変化して来たことに
由来する。人と人との関係性の変化は医療・看護の領域でも問題となっている。医療の発達や高
度医療の細分化によって健康寿命の伸展や健康促進が急速にはかられてきた。 

しかし、医療の高度化・細分化は、患者と医療従事者の関係性を疎遠なものとしてきた。医療
従事者の、患者へ向けるまなざしは、患者自身ではなく身体の部分について向けられるようにな
り、多くの病院では、医療の高度化にともなう、システム化により、医療従事者はケアすること
が機械的なものとなっていった。 

このような現状を反省し、医療・看護の本来的なあり方を取り戻すために、近年では、患者主
体の医療についての議論がなされるようになってきている。その議論の概念の一つに、ケアリン
グがある。ケアリング概念の認識について樋口は「ケアリングという人間の行為は、人類始まっ
て以来現在まで、人と人との間に常に存在していた。しかし、ケアリングというという現象は、
非常に密接な人間と人間の関係の中で起こり、且つ主観的な表現であるため、その効果を計るの
は難しい。そのため、これまであまり深く追求されてこなかった」1）。と述べる。 

近代社会の反省の下、ケアリング概念の復興が論議されるなかにあって、ケアリングは様々な
領域において論議されてきているが、その概念は明確となっていない。看護におけるケアリング
の代表的な研究者であるレイニンガーは、看護の本質はケアリングであると述べており、ケアリ
ングが看護の中心的な概念の一つであることが浸透しつつある。 

しかし、看護においてケアリングが看護の本質であるのか、また看護におけるケアリングの所
在もまだ、明らかとなっていない。さらに、ケアリングが看護の中心的な概念であるならば、ケ
アリングは、これから看護師を目指す看護学生にとっても、重要な概念の一つであろうし、身に
着けたいものの一つである。 

このように、ケアリングは教育や看護において重要性と必要性が高まりつつある中心的な概
念のひとつである。では、これまで看護におけるケアリングについての研究はどのようにされて
きたであろうか。 

筒井は看護学におけるケアリングの概観を調査した研究において、ケアリング研究は各領域
によって研究が進められており、看護学以外ではメイヤロフ、ノディングスらを代表的な研究者
としてあげており、看護の領域ではレイニンガ―、ワトソン、ベナーらが代表的な研究者として
彼女らの看護論やケアリング論が看護において中心的な位置を占めていると述べている 2）。 

また、日本の看護におけるケアリングの研究動向では、ケアリングが看護に必要不可欠な要素
であるという認識に立ち、実際の患者と関わるなかで学生がどのようにケアリングを感じ取っ
ているのかを明らかにする研究が行われており、看護におけるケアリングの教育についての関
心は非常に高い 3）。しかし、これまでの看護基礎教育におけるケアリングの先行研究では、学生
の臨地実習体験やレポート記述などから学生がどのようなケアリングに結びつく経験をしてい
るのかについての研究は様々な視点から行われているが、学生にどのようにケアリングが教え
られているのかについて明らかにしようとした研究はなかった。 

 

 

２．研究の目的 

ケアリングの教育は学生のもつ看護に対する倫理観や看護観に左右されると考える。そのた
め、看護基礎教育におけるケアリングの教育について、これまでの実習などの経験主義的な手法
だけに頼るのではなく、教育学の視点から論考し、学生のケアリングを育むためには、学生の倫
理観や看護観の育成が必要であると考え、これらを講義や演習のなかでどのように教授したら
よいのかという問題意識を持ち本研究の構想に至った。 

 本研究では、ケアリングを教育するための方法論について論考し、そのうえで具体的な授業案
や授業実践方法について明らかにすることを目的とした。 

 

 

３．研究の方法 

1）看護基礎教育における倫理観や看護観に関する教育の現状と課題 
文献調査を行い、看護基礎教育における倫理や情動に関する教育について理論的な背景や  
具体的な教育方法の集積の視点からの分析を行い、看護基礎教育における倫理教育や看護 
観に関する教育の要点と課題について明らかにする。 

2）教育学における道徳観の教育についての考察－看護基礎教育におけるケアリングの教育へ 
の援用可能性－ 
教育学では以前より倫理観や道徳観といった情動教育についての研究が先進している。 
その中でも近年、学生の主体性な学びを引き出すための具体的な方法としてアクティブラ 



ーニングやファシリテーションといった具体的な方法論の研究が行われている。これらの 
指導方法や授業案についての先行研究を分析すると共に、特にファシリテーションを活用  
した教育方法についての研究会へ参加し、看護学への援用の可能性と具体的な教育方法、 
教育スキルについての示唆を得る。 

3）看護基礎教育におけるケアリングの教育方法 
1）と 2）の研究結果を基に、看護基礎教育においてケアリングを教育するための方法論に 
ついて論考し、具体的な授業案や授業実践方法について明らかにする。 

4）研究計画の実行にともなう考慮事項 
本研究は個人で行う文献研究であるため、研究結果に一般性を確保するために、定期的に 
学会発表や論文投稿などのピアレビューを活用する。 
また、研修会などで得た知識や技術については、現在受け持つ授業などで積極的に活用す 
ることで学生の反応や授業構成のイメージをつかみ具体的な授業案の構築に反映させる。 

 
 
４．研究成果 
 先行研究の調査、道徳教育の援用性、Narrative Based Medicine の活用、ファシリテーショ
ン技法の導入といったこれまでの研究成果からケアリング理論に基づき、具体的な授業案を作
成し、実践を行った。その実践データを分析することで、論文化の方向性を確認した。 
また、学生の学びの分析から、ケアリングに関する要件を見出し、その要件を教授する方策と

して道徳教育の方法を取り入れることや、Narrative Based Medicine の活用、ファシリテーシ
ョン技法の活用についての必要性が確認された。 
この過程に関して、研究期間において、研究の進捗にそって成果を日本看護科学学会、日本看

護教育学会、日本看護学会、看護教育研究学会、国際医療福祉大学学会への学会発表や論文投稿
することで研究結果を公表した。学会発表では、看護基礎教育実践者や、研究者からの質疑応答
やディスカッション、情報共有を通してケアリングの教育方法の確立の必要性や重要性につい
て確認することができた。また、教育学的視点によるケアリング研究の基礎的研究として、看護
におけるファシリテーションの活用状況についての研究成果を論文として京都女子大学生活福
祉学科紀要に投稿、採択され公開した。 
これらの過程や結果を通して得た知見により、本研究では、授業者の環境・状況要因を調整で

き、全ての学生が学びの機会が保てる学内で行われる講義、演習で活用できる Narrative Based 
Medicine を基盤としたケアリング教育（Caring education using Narrative Based Medicine）
の方法を構築した。 
具体的な方法として、ケアリングに基づく相互成長の描写がある課題図書を読み、学生主体の

グループディスカッションと、意見交換、教師によるファシリテーションとリフレクションを受
けたうえで、授業全体を通して考えたことを文章記述することで、学生自身の考えを再構成でき
るように構成した授業を考案した。 
また、カリキュラム構成としてはケアリングの概念を「看護理論」などの 1 年生初期の講義で

教授、「基礎看護学概論」において、課題やグループワーク、レポート作成から、ケアリングに
ついて学生自身で想起、再構成できる授業を実施。 
さらに、「日常生活援助」や「フィジカルアセスメント」などの演習において、患者設定や患

者、看護師双方の体験を行う演習を実施し、ケアしケアされる体験を、具体的なイメージと共に
ケアリングを意図的に学生自身がリフレクションできるよう設定した演習を行った。その上で、
これまでの学修を通した経験からの学びをレポートという形で表出することで、学生自身がケ
アリングについて、思考したり悩んだりする過程を通して、ケアリングの学びを得る。 
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